
第３章 サロベツ湿原の自然 

3-1 サロベツ湿原の位置 

サロベツ湿原は北海道北西部に位置し、北海道天塩郡豊富町から幌延町にかけての湿原は低地

における日本最大の高層湿原として、利尻礼文サロベツ国立公園に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 



3-2 サロベツ湿原の自然の概要 

3-2-1 自然史 

サロベツ湿原は、日本の代表的な泥炭湿原のひとつであり、天塩川とその支流サロベツ川の下流域

に 4,000～5,000 年の歳月をかけて形成されてきました。湿原の起源は日本海に面した沿岸部の砂丘

帯と宗谷丘陵に囲まれた潟湖（古サロベツ湖）にあるとされ、これに流入する古天塩川とのその支流の

相互作用を受けながら、低地部に泥炭が堆積して形成された湿原です。 

その規模は、かつては南北に約 27km、東西に最大幅約 8km、面積約 14,600ha で、石狩泥炭地と

釧路泥炭地に次ぐ大型の泥炭湿原でした。昭和 40 年代以降の大規模開発に伴い湿原は急速に減少

し、現在の面積は大小の湖沼を含めて約 6,700ha であり、そのうち、特に厳正に景観の保護を図る区域

として 3,320ha が国立公園特別保護地区に指定されています。 

3-2-2 水環境 

(1)水文 

天塩川水系の下流域に位置する上サロベツ湿原では、旧サロベツ川や下エベコロベツ川が泥炭地

を貫流するのではなく、縁辺部を取り巻くように流れていました。標高が低く平坦な地形であることから、

河川は極めて緩勾配で流れが滞りやすくなり、広大な湿原が形成されました。しかし、現在では、多様

な人間活動の影響により一部で湿原の乾燥化が生じています。 

さらに南北に列なる海岸砂丘林帯の低地には、降水涵養型の湿地湖沼群があり、特異な水環境を

保持しています。 

(2)水質 

泥炭地湿原は、一般的に降水によって涵養される高層湿原と、流入水や氾濫水の影響も受ける低

層湿原に分類されます。高層湿原は降水のみに涵養されることから、きわめて貧栄養な環境にあるの

に対し、低層湿原は様々な流入水の影響から比較的富栄養な条件にあります。 

ペンケ沼とその周辺は、河川の切り替えにより、土砂や栄養塩の流入の影響を受けているとみられ

ます。泥炭採掘跡地では、開水面に多くの渡り鳥が飛来し、その排泄物による水質の富栄養化も懸念

されます。 

 



3-2-3 植生 

上サロベツ湿原の植生は、ミズゴケ、ツルコケモモ等が生育する高層湿原を核として、それを取り巻く

ようにヌマガヤ、エゾカンゾウ（ゼンテイカ）、ワタスゲ等の生育する中間湿原、あるいはササ群落が分布

し、河川の氾濫原や湖沼の水辺等にはヨシ、イワノガリヤス、ムジナスゲ等が優占する低層湿原、さら

に周辺にハンノキ等の湿地林がみられます。 

海岸砂丘列では、海岸から内陸に向けてハマニンニクやコウボウムギの優占する砂丘植生からハマ

ナスやツリガネニンジン等がみられる海岸草原、ミズナラの風衝林、トドマツとミズナラ等の針広混交林

と移り変わります。砂丘間に広がる湖沼群にはエゾノヒツジグサ、ネムロコウホネ等の水生植物が生育

しています。 

3-2-4 動物相 

エゾユキウサギ、キタキツネ、エゾシカ等北海道に広く分布する動物に加え、世界最小のほ乳類の

一つであるトウキョウトガリネズミや、主に宗谷海峡以北に生息するコモチカナヘビがみられます。鳥類

の確認種類数も多く、特にマガン、オオヒシクイ等の渡りの中継地や、チュウヒ、オジロワシといった猛禽

類やアカエリカイツブリ、ツメナガセキレイ等の繁殖地としても利用されており、近年ではタンチョウの繁

殖が確認されています。平成 17 年には上サロベツ湿原の一部がラムサール条約の登録湿地となりまし

た。 

サロベツ川及び支流では、湿原の河川に生育する魚の代表種であり絶滅が危惧されているイトウの

生息・繁殖が確認されているほか、エゾホトケドジョウ、ヤチウグイ、エゾトミヨ等湿原河川を好む種類が

多く生息します。 

また、昆虫では、カラカネイトトンボ、オゼウンカ、キタアカジマウンカ、エゾコガムシ、ゴマシジミ、ヒョウ

モンチョウ等、湿原環境を特徴づける種類がみられます。 

 


